
平成２７年度（８月） 第５回浜北区協議会 次第 
 

日時：平成 27年 8月 27 日（木）午後 1時 30 分から 
会場：浜北区役所 北館 3 階 大会議室 

 
１ 開 会 
 

２ 議 事  

(1)  報告事項 

ア マイナンバー制度の周知について           【資料 1】 

 

イ 空家等の対応について                【資料 2】 

 

(2) 協議事項 

  平成 27 年度浜北区地域力向上事業の提案について      【資料 3】 

 

 

３ その他 
(1) その他 
 

(2) 次回の開催予定 
 
４ 閉 会 



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名  マイナンバー制度の周知について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

 
背景：平成 25 年 5 月に番号法が公布され、マイナンバー制

度の導入が決まった。今年 10 月からマイナンバーが

住民に通知され、来年 1月からマイナンバーの利用や

個人番号カードの交付が始まる。 

経緯：マイナンバー制度の周知について、国は、コールセン

ター設置や新聞折込、テレビ CM などを行っており、 
   本市としては、国と連携してポスター掲示などを行う

とともに、出前講座の実施や庁内モニター、駅やバス

の電光掲示板などを利用した周知を行っている。 

現状：マイナンバーという言葉は、認知されてきているが、

制度の内容が、十分市民に浸透しているとは言えな

い。 

課題：マイナンバー制度を円滑に導入するため、更に周知を

進める必要がある。 

 

対象の区協議会 全区区協議会 

内  容 

 
広報はままつで全市民向けの情報を周知するとともに、区

民のページで区民向けの情報を周知する。 

・ 広報はままつ９月号「ちょっと注目」に全市民向けに制度

概要及び通知カード発送、個人番号カードの申請方法等に

ついて掲載する。 
・ 「区民のページ」１２月号に区民向けに個人番号カードの

集中交付場所の案内等を掲載する。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 
 

担当課 政策法務課 担当者 袴田 唯之 電話 457-2239 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 

資料1 
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 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名  空家等の対応について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

背景：適切な管理が行われていない空家等が、地域住民に深刻

な影響を及ぼしており、住民の生命・身体・財産の保護

等が必要となった。 

経緯：平成２７年５月２６日、「空家等対策の推進に関する特別

措置法」（以下、「空家法」）が完全施行され、空家等の所

有者等及び市の責務が示された。 

空家の現状：平成 25 年総務省実施「土地・家屋統計調査」より 
   市内の空家数  49,200 戸（うち 34,500 戸はｱﾊﾟｰﾄの 

空き部屋や、建築中の住宅など） 
   腐朽等により危険な空家  10,200 戸（うち 5,700 戸は

              賃貸、売買用住宅など） 
※市内数箇所の実態調査による統計上の推計値です。実

際にどこに空家があるかは不明です。 

対象の区協議会 全区の協議会 

内  容 

①「空家等対策の推進に関する特別措置法」 
   施  行  日：平成２７年５月２６日（完全施行日） 

   空家等の定義：居住その他の使用がなされていないこと

が常態である建物又はそれに附属する工

作物（立木や門壁等を含む） 
②「特定空家等」 
   特定空家等の定義：倒壊等著しく保安上危険 
            著しく衛生上有害 
            適切な管理が行われていないことに

より著しく景観を損なっている 
    例）家屋の倒壊や、屋根の飛散により他者の身体生命

財産に危険が及ぶ場合 
③「特定空家等」の認定後の指導等 
   「助言又は指導」 
      危険性が著しく高い場合等で、所有者に対し相当

の期間を設け、対応しなかった場合、又は対応が

不十分の場合  
「勧告」 

    固定資産税等の住宅用地特例が解除 
 「命令」 

 
「代執行」 

  全ての案件で、代執行まで行うものではありません。 
  また、敷地内への強制的な立ち入り、危険の排除のための

緊急措置等は、空家法では認められていない。 

資料2 



④浜松市の空家等対策 
 ・自治会に協力いただき、市内３００戸の空家を調査。「特定

空家等」の判定基準、現地での調査マニュアルを作成中。

・平成２８年１月から、「特定空家等」に対する指導等を開始 
 予定。 

 ・平成２８年度に、有識者による会議を開催し、(仮称)空家

等対策推進計画を作成予定。 
 
 
 

備 考 
（答申・協議結果を得

たい時期、今後の予定

など） 

 

担当課 市民生活課 担当者 佐藤智昭 電話 ２２３１ 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 

 



 第９号様式  

 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 平成２７年度浜北区地域力向上事業の提案について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

 

【趣旨】 

地域力向上事業実施要綱第８条に基づき、浜北区役所に提案

された地域力向上事業・助成事業の採択に当たって、浜北区協

議会に意見を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象の区協議会 浜北区協議会 

内  容 

 

平成２７年度の地域力向上事業・助成事業は、平成２７年１

月から募集を開始した(４月から二次募集中)。今回は７月から

８月の間に提出された提案について、区行政推進会議で審議し

たものを提出する。 

 提案  ２件  

採用  ２件  

不採用 ０件 

※詳細は別紙のとおり 

 

 

備 考 

（答申・協議結果を得たい時

期、今後の予定など） 

 市長は、浜北区協議会の意見を踏まえて、地域力向上事業・

助成事業を決定する。 

担当課 浜北区・区振興課 担当者 足立 裕宣 電話 ５８５－１１４１ 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 

地域力向上事業実施要綱 
（実施予定事業の決定） 
第８条 市長は、助成事業の採択に当たっては、区協議会に

意見を求め、その意見を踏まえて実施予定助成事業を決定

し、提案団体には選考結果通知書により通知するものとす

る。 

資料3 



（単位：円）

■助成事業 予算額 既申請額 今回補助額

3,700,000 470,000 390,000

内容

時期

場所 担当課：まちづくり推進課

内容

時期

場所 担当課：まちづくり推進課

事業の目的・効果

①　平成28年3月までに6回開催する。
    （開催時間 18時30分～20時予定）
②　ジャズの生演奏　2組～3組
③　映像放映(昔の浜北の風景　ジャズの
    イメージ映像等)
④　移動販売車の出店（飲食）

提案内容

浜北活性化倶楽部

　「音楽の都・浜松」を浜北区にも浸
透させるため、副都心の中心である、
なゆた・浜北駅前広場で屋外のミニ
コンサートを定期的に行う。
　コンサートの内容はジャズとし、
「ジャズが流れるまち 浜北」、「ジャズ
を聴く浜北の人」を定着させ、音楽人
口を増やし、街の活性化につなげて
いく。
　ジャズは聴きやすく、リラックスでき
る曲なので30代以上の大人を主な
ターゲットとして、音楽に浸りながら楽
しい時間を過ごす機会としてほしい。
また、大人の仲間づくりの場となるこ
とも期待している。 平成27年8月29日(土)～平成28年3月31日(木)

なゆた・浜北駅前広場

継続
事業

-

残額

2,840,000

補助金額
（希望額）(円）

340,000

予算内容（金額：円）

主なものは次のとおり

・出演料　　  （180,000円）
・ポスター、チラシ等
　　　　　　　　（210,000円）
・音響、スクリーン、プロジェ
クター　　　　（300,000円）

・補助金(340,000円）
・自己資金（350,000円）

平成27年度地域力向上事業提案内容

5

Ｎｏ．

なゆた・浜北　ジャズ路上コン
サート

提案事業名 提案者 概算事業費(円) 行政推進会議検討結果

690,000

 【採用（実施予定事業候補）】
・年間を継続して行うことに意義があると思う
ので、次年度以降も駅前活性化に寄与した
事業としてほしい。
・なゆた・浜北駅前広場で行われるコンサート
として来場者が混同しないよう、特色のある
内容としてほしい。
・浜北区在住者の参加が多くなるような運営
をしてもらえば、地域の活性化にもつながる
のではないか。
・開催日を特定して、定期的な駅前イベントと
し定着するよう継続的に取り組んでほしい。
・宣伝の工夫を検討し、オリジナリティのある
コンサート実施に繋げてほしい。
・補助率は対象経費の50％（提案額340,000
円）とする。

6 交通安全バイクキャンペーン
バイクの集いｉｎ浜北
2015実行委員会

　浜松市は政令指定都市の中で10
万人あたりの交通事故件数・死者数
が6年連続ワースト１という不名誉な
状況となっている。
　26年度の浜北区は件数については
市内では比較的少なかった(6番目）。
しかし、死者数は7区の中で一番多
かった(6人)こともあり、交通事故防
止は喫緊の課題であるため、バイク
の集いｉｎ浜北の開催に先立ち、浜北
区内を白バイの先導で交通安全のタ
スキをつけた参加者が、バイクで模
範走行し交通安全を啓発する。

-

 【採用（実施予定事業候補）】
・警察との協力により、区全体で交通安全活
動を盛り上げる契機になると思う。
・啓発グッズの配布にとどまらず、積極的な
ピーアールをしてほしい。
・バイクの模範走行で事故の防止と交通安全
の普及啓発に努めてほしい。
・政令市の中で、交通事故発生件数６年連続
ワースト1の脱出作戦キャンペーンを展開中
の浜松市にとって的を得た企画だと思う。
・事業の継続により啓発活動の効果が期待
できる。今後は事前のＰＲや走行方法の工夫
やコースの見直しなどにより啓発効果の向上
を検討してほしい。
・補助率は対象経費の50％（50,000円）とす
る。

平成27年10月25日（日）

・補助金　(50,000円）
・自己資金（50,000円）

浜北森林公園　→　プレ葉ウォーク浜北

　例年プレ葉ウォーク浜北で実施しているバイクの
集いin浜北の開催に先立ち、浜北区内を白バイの
先導で交通安全のタスキをつけた参加者が、バイ
クで模範走行し交通安全を啓発する。また、パレー
ド前又はパレード後に交通安全グッズの配布等で
交通安全をＰＲする。

100,000

主なものは次のとおり

・報償費　　    (5,000円)
・消耗品　　  (55,000円)
・保険料　　  （30,000円)
・機材借上料（10,000円)

50,000


